
エコアクション２１

　　　　

作成日：2022年10月17日

環境経営レポート

( 2021年10月1日 － 2022年9月30日 ）

丸石化学産業は地球市民として環境配慮型製品の販売を追及してまいります

2021年度



事業所名及び代表者名

丸石化学産業株式会社

代表取締役　石塚　雅昭

環境管理責任者の連絡先

　　 環境管理責任者　　石塚　千鶴子

連絡先　本社　048－446－5330

所在地

本社： 埼玉県蕨市塚越2-３-12

工場： 埼玉県加須市南大桑1319-1

（加須テクニカルセンター）

倉庫： 埼玉県加須市弥兵衛188

（大利根倉庫）

事業の概要

　 合成樹脂の卸並びに

合成樹脂の着色・再生品加工及び販売

事業規模

売上高　　　 取引先との都合により非公開といたします

従業員 本社） 8名

工場） 18名

のべ床面積

本社） 50坪

工場） 400坪

倉庫） 200坪

契約電力会社の二酸化炭素排出量は、2017年度実排出係数0.486kg-CO2/kWhで算出

(東京電力エナジーパートナー）

認証・登録対象組織

本社・加須テクニカルセンター・大利根倉庫

認証・登録対象活動

合成樹脂の卸並びに

合成樹脂の着色・再生品加工及び販売

１．組織の概要

１．

2．

3．

5．

2．対象範囲

１．

2．

4．

6．
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***　基本理念　***

丸石化学産業株式会社は、本社では合成樹脂卸販売、工場では合成樹脂加工を行っております。

本社商事部門としては環境配慮型樹脂として再生原料の販売は今までも行ってきましたが、

加えて植物由来品を配合した樹脂、生分解性樹脂の販売についても比率を上げていきたいと

思うとともに工場においても再生樹脂加工、植物由来品を配合した樹脂加工のほか生分解性樹脂

の加工についても取り組んでいきます。

***　環境方針　***

環境関連法規制や当社が約束した事を遵守致します。

2． 環境目標を定め定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。

3． 具体的な取り組みとして以下の項目を推進致します。

① 省エネルギーの推進（ＣＯ2削減）

② 省資源・廃棄物の削減

③ 水の使用量の削減

④ リサイクルの推進

⑤ ５Ｓの徹底

⑥ 環境配慮型樹脂の販売及び加工比率を上げていく

４． 環境方針は全ての従業員に周知し、環境保全への意思向上を図り、社内外に開示します。

改訂

丸石化学産業株式会社

代表取締役　石塚　雅昭

3．環境経営方針

1.

2019年10月1日
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《本社》

石塚　千鶴子(兼務)

高塚　祐子

***　役割・責任・権限　***

最高責任者

代表取締役(社長)
① 代表者として環境経営全般に関して責任と権限を持つ

② 環境方針を策定し、従業員に周知する

③ 資源(人・もの・金)の用意をする

④ EA21全体の取り組み状況に関し、評価・見直しを実施する

⑤ 環境管理責任者、環境委員等を任命する

⑥ 課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

① EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築・実行し、環境面の実績を向上させる

② 上記の結果を最高責任者に報告する

③ EA21文書類の承認をする

④ 環境委員会の委員長としてEMS(環境マネジメントシステム)全般の舵取りを行い、実行を推進する

事務局

① EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

② 環境への負荷の自己チェックを実施する

③ 環境への取り組みの自己チェックを実施する

④ 環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

部門長及び全従業員

① 自部門の環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

② 環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

③ 自部門に関連する法規制等を遵守する

④ 自部門の教育・訓練を実施する

⑤ 社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥ 自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する 　

《加須テクニカル

センター》

石塚　千鶴子

《事務局》

《大利根倉庫》

《 最高責任者 》
代表取締役　石塚　雅昭

《 環境管理責任者 》

4. 実施体制(役割・責任・権限含む)



１．ＣＯ２削減

12,627 12,248 12,126 12,004

kWh kWh kWh kWh

6,377 5,953 5,893 5,834

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

①　電気使用量の 792,484 768,709 761,022 753,412

　　削減 kWh kWh kWh kWh

400,204 373,593 369,857 366,158

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

805,111 780,958 773,148 765,417

kWh kWh kWh kWh

406,581 379,545 375,750 371,992

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

27,945.0 27,107 26,836 26,567

ℓ ℓ ℓ ℓ

73,337.0 69,935 69,236 68,543

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

11,189.1 10,853 10,745 10,637

ℓ ℓ ℓ ℓ

25,977.0 25,180 24,928 24,679

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

4,472.6 4,338 4,295 4,252

　　削減 kg kg kg kg

13,427.0 13,015 12,885 12,756

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

519,322.0 487,675 482,799 477,970

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

２．廃棄物排出量の削減

210.6 204.3 202.2 200.2

kg kg kg kg

29.2 21.9 21.7 21.5

ｔ ｔ ｔ ｔ

基準(実績)

②　産業廃棄物

基準(実績)

①　一般廃棄物

基準(実績)

⑤　会社全体

③　ガソリン使用の削

減

基準(実績)

基準(実績)

④　液化プロパンガス

全社

②　軽油使用量の削減

基準(実績)

基準(実績)

本社

工場

・

倉庫

[2017年10月 2021年10月 2022年10月

5．環境経営目標

環境目標

基準(実績) 短期目標 中長期目標

2017年度 2021年度 2022年度 2023年度

2023年10月

~2018年9月] ～2022年9月 ～2023年9月 ～2024年9月
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３．水道使用量の削減

本社 127.0 95.3 94.3 93.4

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

56.0 56.0 55 55

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

183.0 151.3 149.8 148.3

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

４．グリーン購入の推進

増加率1％ 増加率2％ 増加率2％[維持]

43.4 43.8 44.3 44.3

％ ％ ％ ％

５．環境配慮型製品の取扱量(購入および販売)

増加率0.1％ 増加率0.1％ 増加率0.2％

27.8 27.8 27.8 # 27.9

％ ％ ％ ％

※4　文具・消耗品のデータは、金額ベース。(グリーン購入額/文具・消耗品の全体購入額)

※5　環境配慮型製品に関するデータは、2012年度よりデータ取得開始。

　　  環境配慮型製品にはバイオマス、生分解、再生材を含む。(環境配所型製品の取扱量/全製品の取扱量)

　　  当該製品はニーズ、サプライ共に狭小でいまだ市場規模が広がってゆかず、社会全体の成熟を待つしかないと思

　　  われるが全くのゼロではないので、社会貢献の意味も含め少しでも今後は取引を増やす方向で取り組んでいきた

　　  い。

工場

文具・消耗品購入

基準(実績)

環境配慮型製品の

取扱量

基準(実績)

全体

①　水道水

基準(実績)

～2023年9月 ～2024年9月

5．環境経営目標

環境目標

基準(実績) 短期目標 中長期目標

2017年度 2021年度 2022年度 2023年度

[2017年10月 2021年10月 2022年10月 2023年10月

~2018年9月] ～2022年9月
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期間　2021年10月～2023年9月

***　環境経営計画と、その遂行結果　*** ●：達成 ▲：継続中 ×：未達成

1. CO2の削減

① 電気使用量の削減 （本社責任者：石塚）（工場責任者：吉澤）

* 不要照明の消灯 ●
* エアコンの温度管理 ●
* 昼休みの消灯の励行 ●
* 白熱電球を蛍光電球に切り替える ▲
次年度以降検討したい計画として

* 可能な箇所の照明をLED化する

② ガソリン・軽油使用量の削減 （ガ責任者：青木）（軽責任者：野村）

* 不要な空ぶかし、アイドリングは禁止 ▲
* 車両の点検整備の実施 ●
* 走行ルートの合理化 ●
* 公共機関の利用（本社営業職） ●
* エアコン使用頻度の低減 ▲

③ 液化プロパンガス使用量の削減 （責任者：吉澤）

* アイドリング禁止 ▲
* 急加速・急停車の防止 ▲
* 材料置き場のレイアウトの変更 ●
* フォークリフトのタイヤ空気圧を定期的にチェック ▲

2. 廃棄物の削減 （責任者：高塚）

* 分別を徹底し、可能な限りリサイクルに廻す ●
* 担当者は、廃棄毎に計量し、廃棄物量を掌握する ●
* 内部資料については、裏紙使用を心がける ●
* 資料の共有を図り、資料を減らす ●
* 個人ゴミは各自持ち帰る ●
* データ化によるペーパーレス促進 ●
* １件生産当たりのだんごの発生量の削減 ▲

3. 水道使用量の削減 （責任者：石塚）

* トイレや給湯等で水道使用の節水に努める ●
* 水道に節水コマを使用する ●
* 節水の啓蒙をする ●
* 雨水利用を促す ▲
次年度以降検討したい計画として

* 業務内容を見直し、退社時間を早くする

4. グリーン購入の推進 （責任者：高塚）

① 文具・消耗品購入

* 対象品目を意識的に選択・購入する ●

5. 地域社会活動 （責任者：青木）

* 毎週月曜日、 道路周辺の清掃をする ●

6. 環境配慮型製品の取扱量　 （責任者：石塚）

6．環境経営計画
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7．環境経営目標及び環境経営計画の

目標 実績 取組結果

１．ＣＯ２の削減

98%

114%

113%

118%

195%

125%

○

117%

２．廃棄物排出量の削減

○
102%

○
113%

３．水道水使用量の削減
×

94%

×
100%

×
96%

４．グリーン購入の推進

○

121%

５．環境配慮型製品の取扱量(購入および販売)

×

72%

⑤会社全体 487,675kg-CO2 417,750kg-CO2

事務用品 43.83％ 53.19％

環境配慮型製品の取扱量 27.80% 20.00%
次年度に向けて配慮型製品の取扱に努力する

日々の節水に努力する
工場 56.0㎥56.0㎥水道水

全体 151.3㎥ 157.7㎥
日々の節水に努力する

本社 95.3㎥ 101.7㎥
日々の節水に努力する

一般廃棄物 204.3kg 200.1kg

産業廃棄物 21.9t 19.4t

④プロパン使用量の低減

4,338kg 3,475kg
○

13,015kg-CO2 10,425kg-CO2

③ガソリン使用量の低減

10,853ℓ 5,556ℓ
○

25,180kg-CO2 12,891kg-CO2

②軽油使用量の低減

27,107ℓ 23,034ℓ
○

69,935kg-CO2 59,427kg-CO2

373,593kg-CO2 328,962kg-CO2

こまめに電気をきるように心がける

5,953kg-CO2 6,045kg-CO2

実施・取組結果とその評価

主要な環境経営計

画の内容

取組結果の評価　(2021年10月～2022年9月)

取組結果の評価と今後の取組

①電気使用量の低

減

全社

780,958kWh 689,315kWh
○

本社

12,248kWh 12,438kWh
×

工場

768,709kWh 676,877kWh
○

379,545kg-CO2 335,007kg-CO2
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当社が係る主な環境関連法規

評　　価

○

ー

○

○

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※　環境関連法規への違反・訴訟はありません。尚　関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません

蕨市事業系ごみ処理 一般廃棄物（事業系ごみ）許可業者へ直接依頼

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
・契約書　・マニフェストの管理及び保管

○
・マニフェスト交付等状況報告書提出

自動車ＮＯｘ／ＰＭ法 検査記録

加須地区消防組合火災予防条例 消防長に届け出

加須市事業系ごみ処理 一般廃棄物（事業系ごみ）許可業者へ直接依頼

自動車リサイクル法 廃棄時｢引取証明書｣

オフロード法 検査記録

浄化槽法 検査記録

振動規制法 ・空気圧縮器

家電リサイクル法 廃棄時特定家庭用機器廃棄物管理票の発行

小型家電リサイクル法 分別して排出

消防法
消防用設備（消火器）の設置

○
・6ヶ月毎に点検し、3年毎に報告

騒音規制法 ・空気圧縮器

8．環境関連法規への違反・訴訟の有無

関　係　法　規　名 遵　　守　　事　　項

フロン排出抑制法
・簡易点検記録

・廃棄時の適切な処理　行程票の発行管理

REACH法

電気事業保安業者に管理・届出の依頼

蕨市下水排除基準

設置（変更）時に届け出

検査記録

検査記録

検査記録

PCB(ポリ塩化ビフェル)廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法

蕨市下水道条例

埼玉県生活環境保全条例(条例第85条～第103条）

SDS制度

RoHS指令
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《本社》

　

るようにしていたこともあって昨年並みに留まったようです。

節電については積極的に行えたと思います。

《工場》

　

　

丸石化学産業株式会社

代表取締役　石塚　雅昭

2022年10月17日

減らせたと思います。

小口生産品の低減については引き続き行っております。

製造時に出る産業廃棄物の分別（再生原料として使えるものと使えないもの）し、産廃量を

整理整頓をより行い無駄をなくすことでより環境への意識を一人一人が持つように指導して

いきたいと思っております。

営業車両についてはコロナウイルス感染予防の一環として公共交通機関などへの使用を控

9．代表者による全体の評価と見直し・指示

環境への取り組みとして掲げていた再生材の販路拡大についてバイオマス樹脂なども含め

のアプローチも進んでいるので今後に期待できると考えております。

販売拡大していっているように感じております。

コロナウイルス関連含めた医療品、食品のほか、海外からの渡航者減少で販売不振に苦しん

でいた化粧品などが上向いたことで再生原料が使えない分野の需要が伸びたことで全体の

割合としては再生原料、バイオマス樹脂は低くなっておりますがこのような分野の客先へ
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